
大腸憩室炎を疑う急性の腹痛または発熱を有する患者

身体所見・血液所見・CT検査 (BQ32-1, 2)

緊急手術 (BQ35-1, CQ38)

経皮ドレナージ
抗菌薬投与・腸管安静

※1: 外来でのフォローアップを行い、膿瘍形成を含めた増悪がないかの評価を実施する。
※2: 膿瘍径3–5cmでは患者の病態や、人的・施設的なドレナージの実施可能性を勘案し、個々に治療方針を選択する。

大腸切除
(BQ35-3, CQ38)

膿瘍・穿孔を伴わない大腸憩室炎膿瘍・穿孔を伴った大腸憩室炎

抗菌薬不要 (CQ34-1)

外来管理可能 (※1) (CQ33)

抗菌薬投与・腸管安静

限局性腹膜炎汎発性腹膜炎

膿瘍の悪化/

膿瘍の改善なし

経皮ドレナージまたは
大腸切除 (BQ35-3)

抗菌薬投与・腸管安静
(BQ34-2, 3)

膿瘍・穿孔の出現

膿瘍・穿孔を伴った大腸憩室炎へ膿瘍の悪化/

膿瘍の改善なし

膿瘍径を評価 (BQ35-2)

膿瘍径
5cm以上

敗血症/免疫抑制/妊婦
いずれかに該当

(CQ33, 34-1, BQ34-2, 3)

敗血症/免疫抑制/妊婦
いずれも該当せず

(CQ33, 34-1, BQ34-2, 3)

膿瘍径
3-5cm ※2

膿瘍径
3cm以下
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